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た　よ　リ

　大　阪　支　部

　：■’ラネタリウム

　編　　斡　　室

雷「偶感」村山辮次，

伊達，「新田義貞の用兵ミ天文」田巾磐陣，「大塚損石」，「1刑（2）S．D．，

丈詞書害），「父の遣憶ミ天文ご」西森，

佃，「油光足の小山さん」高城，

輯後記等．

囹支部報第44號　用紙2枚，160部十一月5日附帯行．

団十一月天文展覧會（10日より末nまで）電氣科學館主1嬬大阪支部後援，會

場電氣科學館にて，脅期中の一・般蓼槻著10987名，支部員有志の門門あり大い

に天文普及に資す，出品者は下記の如く多：方面より集められた．

　大阪城，島津製作斯，河原窮眞機店，明星商業學校，山本一・清†｝，9一士，朋聞平

三郎氏，宮森作造氏，井本三三，松井和三郎氏，西森紀久雄氏，廣野熊治郎氏

伊達英太郎氏，大阪小義，電氣科學館，祠炉高等商船學校，恒星祀

　出品物は天応學とプラネタリウムに關する器械・自訴・書籍・模型等で門外

不出の貴重な物が多数あった。

團支部園圃45號　用紙3枚，160部十二月5日附，支部員名簿を含む．

囹十二月例會10日19時より電氣科學館地下食堂にて出席者9名・

9Σr最新月面圖』第2版は詳細月面圖コロタイプ版6枚目他いろいろと月面観

測者の實釜を旨とした内容を盛って十二月5日獲行，1部逡料共85鑓，観測部

員は是非座右に備へられたし．

囹支部報第46貌　用紙1枚・180部一月4日附獲行・

画一月例會（7日）17時よリプラネタリウム特別演出・20時より地下食堂にて懇親晩餐會・

出η賢者40名1こ一（盛會．

囹銀河第3巻第1號一月10日附獲行52頁，英文欄8頁・

　　　　大阪支部だより

翻十月例仲秋名月観望會（8・9雨日）大軌滑線「あやめ池

遊園地」にて快晴に恋まれて一一・般公開，滲親者約600名位，

携行望遠鏡3基，支部員8名滲加．

窃銀河第2巷第6號　編輯會議は十月22口百濟先生宅にて

出席者8名，一y　一．月5日平行，50頁の内容は

　表紙「ストラスブルゲの天目時計」，tlse「大塚阻石」，扉，巻頭

「ヨ1ロツパ天文寮行脚」川中理博，口て射鏡の特質ご使用法」（2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「天騰馬”r，L」（天

　　　　　　　「秋雄の疸憶」小lll未亡人，　「小山先生に捧ぐ」

　　　　「星」，「光の詩」，其他ノミ界新知識・誌上マ1ケット・編
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　　　　　　　　　　　　プラネタリウムだよリ

団今年中のプラネタリウム毎月の話題は次の如く獲表されました・

月
月
月
月
月
月

一
二
三
四
五
六

批麗な冬空の驚異

建國紀元々年の空

泰の墨座ミ曙に集ふ遊星

太陽の驚｝’も日食の話

北枢の一年，南極の夜空

「時ミ暦」の話

月
月
月
月
月
月

　
　
　
　
一
二

七
八
九
十
十
十

火星の訪問・銀河の彼方

「月世界」た巡る

「屋の一生」ご謎の蓮星・愛光星

ロ1マンス豊か79秋の県．座

流星s：馨星

珍らしい南氷洋の空

回プラネタリウム解二者募集，會員中よりプラネタリウム天文部員を下記の如

き條件で募集して居りますので，志望拍よ電氣科學館へ直接御三合せ下さb．

　　1．洗面正確にして辮舌の爽やかな事

　　1．身髄脳建にして誠實「なる堵一

　　　　　　　　　　　　編輯室　よ　り

　木會が事解として創〃：して早や20年の星霜を積む事となり・占術雑誌「天

界」も朗に200號を突破したのは一・三年F火の事であった・今次の聖職が束：亜臼・

満・支三國の文化提携の大理想に巡進ずるものである時，否人等天文學に携はる

者も三山の眞意義を記して，月本の天交墜を満・支に進めねばならない・特に

新回忌の建設に當ってはどの方面の理學も國内の統合した力で以って當って行

かねばならなV・．

　本心は此の大局面に鑑み國内の二二，在外會員とのより一二の緊密な親睦を

間り，木會を杢會員三位り天文團膿として結ばれて行きたい事を希ぴます．ノミ

界も杢官員に杢頁を開放すると同時に學術二心として内容を丁丁します・

　天界副誠木「銀河」はノ（界と併讃して頂く様に編輯方針を樹て痴話大阪支部

が獲行ずるもの「6・ありますから，本會員は天界と同様に銀河を愛誠される事を

望みます，（P．（，生）

　　　　　　　　　　　　　天界蕾貌を望む

　　　　　天界錦lr　3，5，9號　　　以j二4肝濃・渡希望者は乞御照會

　　　　　　　　　　　　　　和歌lll市中lll濯垂町35　　野　村　秋　馬


